
武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備委員会 第７回 本部会 

 

 

令和８年５月 29 日（金） 

午後５時３０分～７時４５分 

於 さいたま市立沼影小学校２階プレハブ 

 

 

 

次  第 

 

教育長挨拶 

 

【議事】 

１ 第二期開校準備委員会について                         p.  3-  9 

 

２ 第一期開校準備委員会の意見交換内容について            p.10-15 

 

３ カリキュラム WG からの報告（日課表・クラブ活動について）    p.16-18 

 

４ 学識経験者より 

 

５ その他 

会議資料１ 



武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備委員会
本部会

令和８年５月２９日
教育委員会事務局 武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備室

第７回
（第二期①）
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会議資料２



１ 第二期開校準備委員会について

２ 第一期開校準備委員会の意見交換内容について

３ カリキュラムＷＧからの報告（日課表・クラブ活動について）

４ 学識経験者より

５ その他

次第
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●第二期本部会では第一期に引き続き、各ＷＧの調査研究の報告への助言や、種々テー
マにおける意見交換を引き続き継続していきます。

●また、本部会の意見交換では、主に「未来の姿」の柱実現に向けた意見交換を行いま
す。３つの柱を関連付けたテーマでそれぞれ意見交換を行い、各ＷＧの調査・研究の
際の参考としていきます。

●意見交換のねらいとしては、子どもたち一人ひとりがエージェンシーを発揮し、子ど
もたちが安心して生活できる学校づくり、９年間のつながりの中で成長できる学校づ
くりを目指すために本部会として、子どもや保護者、地域の皆様からもご意見をいた
だきながら、義務教育学校に関わる全ての人のWell-beingを目指す学校づくりにつ
なげていきたいと考えています。

１．第二期開校準備委員会について（第二期開校準備委員会概要）
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本部会の活動方針について



１．第二期開校準備委員会について（組織図、設置要綱・要領について）

※ 設置要綱、要領は別紙参照

【第二期 武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備委員会 組織図】

4



5

１．第二期開校準備委員会について（本部会・各ＷＧの予定について）

本部会・各ＷＧの意見交換・調査研究概要
主な意見交換・調査研究内容

・意見交換（未来の姿を拠り所とした意見交換、各ＷＧの調査研究に向けた意見交換）
・随時各課より進捗報告

本部会

・通学路について（安全対策の検討、通学路案提示、フィールドワーク）
・通学方法について（通学方法の検討）

通学区域ＷＧ

・部活動について ・異学年交流について（ねらいと活動例、校舎間の交流）
・児童生徒会活動、委員会活動について（ねらいと活動例、校舎間の交流）
・学校行事について（ねらいと活動例、節目の行事、体育的・文化的行事）
・カリキュラム、部分的に試行を開始

カリキュラムＷＧ

・校則、生活のきまりについて（運用の検討、研究）
・さわやか相談室、Ｓｏｌａるーむについて（運用調査、調査に基づく運用研究）

学校生活ＷＧ

・学校運営協議会、ＰＴＡ、チャレンジスクール、ＳＳＮについて
（実態調査、部分的な仮説検証、運用研究）

学校地域協働ＷＧ

・保健室運営、学校保健に係る検討・素案の作成
・諸帳簿に係る検討、素案決定
・学校安全等に係る検討（学校安全ネットワーク検討、危機管理マニュアル検討等）

保健室運営ＷＧ

・給食施設について（施設及び機器について）
・給食室運営について

給食室運営ＷＧ

・新校舎に係る必要物品調達について
・既存校舎改修について
・校内インフラについて

学校事務運営ＷＧ



本部会で絞り込んだ「開校準備委員会の校名案の意見交換の結果」（5案）

（１）学校事務運営ＷＧより（内谷中学校校舎改修に関する見学会について）
○現在の内谷中学校の校舎は、本義務教育学校開校後、義務１年生から４年生が通う校舎となるため、児童生徒の体格差や教育課

程の違いを考慮した改修工事を、開校前年度に着手する予定です。

○改修にあたって、実際に使用することになる学年の児童の視点を反映させるため、現在小学校に通う児童が校舎を見学する機会
を令和８年度中に設ける予定です。

○本部会の参加者からは、児童が校舎改修のための意見を出しやすいよう、タイトルの工夫をはじめ募集の仕方及び見学会当日も
様々な工夫をしてもらいたい、という意見がありました。

○本部会の参加者の皆様の意見を参考に、見学会を行うための周知の方法や、見学ルート等について、令和８年度の実施に向けた
検討を進めてまいります。

○ 日 時 令和８年１月28日（水）１７：３０〜１９：４５
○ 場 所 武蔵浦和コミュニティセンター 第８・９集会室
○ 次 第 教育長挨拶

１ 意見交換（校名の絞り込み）
２ 各ワーキンググループからの報告
（１）学校事務運営WGより(内谷中学校校舎改修に関する見学

会について)
（２）通学区域WGより（通学区域等について）
（３）保健室運営WGより（活動報告及び今後の見通しについて）
（４）学校生活WGより（学校生活のきまりについて、Ｓｏｌａ

るーむ・さわやか相談室について）
（５）校名・移行イベントWGより（レガシースペースについて）
３ 学識経験者より
４ その他
（１）令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成

スケジュールについて

○第５回本部会に引き続き、校名案の絞り込みのための意見交換を行
いました。

○校名案はこれまで、校名・移行イベントＷＧで２回にわたり意見交
換を行い、関係６校の児童生徒を含めて1,353件の応募された校名ア
イデアから、 10案に絞り込んできました。

○今回の本部会では、その10案をもとに「地域性があり将来にわたっ
て愛着が持てること」などの選定基準に則り、また、本部会で意見
交換した本義務教育学校の「未来の姿」を拠り所とし、本部会とし
て５案に絞り込みました（右図参照）。上位２案、下位３案の計５
案を、開校準備委員会の意見交換の結果として共有しました。

○今後、この結果等を踏まえて、教育委員会で校名を１案に絞り込む
検討を行った後、学校設置条例案として市議会に提出する予定です。

武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校
開校準備委員会通信 Vol.6

令和８年２月

１ 開校準備委員会本部会（第６回）の会議概要

２ 校名の絞り込みについて

本通信は、３か月に１回の開催を予定している開校準備委員会本部会の開催後に、開校準備委員会の各ワーキンググループ（以下ＷＧ）の
意見交換を含めながら、本部会の意見交換の状況についてまとめて発行したものです。

○第６回本部会では、本部会に初めて報告するＷＧ三つを含め、五
つのＷＧからの報告を行いました。
それぞれの報告に対し、参加者の皆様による様々な視点から、活
発な意見交換を行いました。

○また、校名・移行イベントＷＧにより絞り込まれた校名案につい
てワークショップ形式で意見交換を行いました。

[今後の開校準備委員会について]
○現在の参加者の参加期間は令和７年度末までとなります。令和８

・９年度の参加者については、１月から２月にかけて、関係６校
及び関係団体を通して募集を実施しました。

○現在、令和11年度中に新設沼影校舎の工事完了を目指す工事スケ
ジュールを想定して、開校準備を進めています。開校準備委員会
についても、引き続き定期的に開催する予定です。

３ 各ワーキンググループ（WG）についての活動報告

校名・移行イベントWGの意見交換の結果（10案）

１．第二期開校準備委員会について（情報の取扱い等について）

【会議の公開について】
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会議概要等の公開
（市HP）

会議の公開
（傍聴）

○本部会

ワーキング
グループ

【個人情報の取扱いについて】

参加者選出の際にいただいた個人情報は、本会議に関する事務以外
の目的には使用しない。

本部会の意見交換の内容については、
「開校準備委員会通信」でも公開しています。



１．第二期開校準備委員会について（本部会 会長・副会長選出）

設置要綱第６条
■ 会長・副会長の選出方法について

・本部会の会長は本部会の参加者の互選
・副会長は本部会の参加者から会長が指名
・会長は、必要に応じて複数名の副会長を指名可

■ 会長・副会長の役割
・会長は、会務を総理する。
・副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が

欠けたときは、その職務を代理する。
・複数名の副会長のいる場合、会長が予め指名した順序で、

その職務を代理する。
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・意見交換①「子どもの意見を取り入れる取組について」
子どもの意見を取り入れたほうがよい活動等について意見交換

↓
実際に子どもの意見を聞く取組（アンケート調査・意見聴取等）を実施し、事務局での調査研
究に活用（子どもの意見の生かし方について素案の作成へ）

・意見交換②「９年間ならではのたくさんの繋がりを創出する取組について」
義務教育学校９年間を通じて校舎内・校舎間での交流などの、望ましい在り方について意見
交換

↓
意見交換の内容を踏まえ、事務局で活用（校舎内・校舎間の活動について素案の作成へ）

・意見交換③「繋がりあふれる地域の拠点となる学校づくりについて」
学校と地域との関わり方について意見交換

↓
意見交換の内容を踏まえ、事務局で活用（学校・地域の交流活動案素案の作成へ）

１．第二期開校準備委員会について（「未来の姿」の柱実現に向けた意見交換について）

作成した素案は、開校後の学校運営の参考として活用していく
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本部会スケジュール

開校準備委員会
第７回本部会

（ R８. ５.２９）
概要等

第二期活動方針
第一期振り返り

開校準備委員会
第８回本部会

（ R８. １０月頃）
進捗報告

「未来の姿」の柱実現
に向けた意見交換①
子どもの意見を取り
入れる取組について

事務局
意見交換結果のまとめ

開校準備室・各ＷＧで手法等を検討
（アンケート・意見聴取など）

↓
子どもの意見を取り入れるための
取組の実施について学校に依頼

開校準備委員会
第９回本部会
（ R９. １月頃）

進捗報告
意見交換

開校準備委員会
第１０回本部会
（ R９. ５月頃）

進捗報告
「未来の姿」の柱実現
に向けた意見交換②

９年間ならではの
たくさんの繋がりを

創出する取組について

開校準備委員会
第１１回本部会
（ R９. １０月頃）

進捗報告
意見交換

事務局
意見交換

結果のまとめ

開校準備室・各ＷＧで
調査・研究

事務局
意見交換

結果のまとめ

開校準備室・各ＷＧで
調査・研究

開校準備委員会
第１２回本部会
（ R１０. １月頃）

進捗報告
「未来の姿」の柱実現
に向けた意見交換③

繋がりあふれる
地域の拠点となる

学校づくりについて

１．第二期開校準備委員会について（本部会のスケジュールについて）
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●武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校の「未来の姿」

本義務教育学校の教育活動について、学校・家庭・地域・行政が連携・協働して開校
準備を進める際に、本義務教育学校の目指す姿としての拠り所とするもの。

（経緯）
開校に向けて、児童生徒・教職員・保護者・地域の方々の思いや願いを理解し、地域
に根差し愛される学校づくりを推進するため、アンケートを実施した。
・実施時期：令和７年２月
・回答状況：合計４，１５１名 （うち 子ども ３，５３２名 大人 ６１９名）
・調査対象：関係６校の学区に在住又は関係６校に通学、勤務している方

アンケート結果の分析後、令和７年度の本部会において意見交換を重ね、令和７年
１０月の本部会にて共有した。

10

２．第一期開校準備委員会の意見交換内容について
本部会
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２．第一期開校準備委員会の意見交換内容について
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本部会

２．第一期開校準備委員会の意見交換内容について

＜校名案の進捗について＞
本義務教育学校の校名を検討するために、教育委員会に「武蔵浦和駅周辺地区義務教育
学校校名検討委員会」を設置

↓
上記「開校準備委員会の意見交換の結果」を参考に、校名案の検討の１回目を実施

（令和８年３月）
↓

今後、１案に絞り込む検討を実施し、学校設置条例案として市議会に提出する予定

●校名案の絞り込み

校名・移行イベントWGが行った
絞り込みの結果１０案をもとに、
第７回本部会で５案に絞り込んだ。

上位２案、下位３案の計５案を
「開校準備委員会の意見交換の
結果」として共有した。

（右図参照）

上位

下位

武蔵浦和 武蔵浦和学園

むさし浦和武蔵浦和みらい 武蔵うらわ

※「さいたま市立○○義務教育学校」の○○の部分
に入る校名案です。
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２．第一期開校準備委員会の意見交換内容について
ワーキンググループ
●通学区域

令和４年１１月に示した事務局当初案を基に意見交換を重ね、ワーキンググループ
（ＷＧ）の通学区域の最終案として整理した。

義務５年〜９年義務１年〜４年

新設沼影校舎

内谷校舎
A1
A2
C3

浦和大里校舎
A3
B1
B2

中１〜中３小１〜小６
白幡中浦和別所小C1
白幡中

（新設沼影校舎）※１ ※２
浦和別所小

（内谷校舎）※１ ※２C2

田島中西浦和小D1
田島中

（新設沼影校舎）※１ ※２
西浦和小

（内谷校舎）※１ ※２D2

南浦和中辻小E1
南浦和中辻小E2

※1 ( )内は、特定地域を表します。
※2 義務教育学校に就学する場合は小学

５年生（義務５年）から新設沼影校
舎となります。



●カリキュラム
「制服の有無と金管バンドの活動」について、意見交換を重ね、一定の方向性を示す
ことができた。また、「日課表とクラブ活動のあり方」について、問題提起と方向性
の提示を軸に意見交換を行った。

●学校生活
・学校生活のきまりについて、市立の小・中学校や他自治体の先行事例を参考に意見

交換を行った。
・さわやか相談室・Ｓｏｌａるーむについて、市立小・中学校の先進的な事例を共有

し、意見交換を行った。

●学校地域協働
三つの学校が一つに統合して開校する上で、各関係団体が現在の活動を円滑に継続で
きるようにするための懸念事項等を洗い出すための意見交換を行った。

●保健室運営
保健室の納入物品について事務局案を共有し、関係校養護教諭と意見交換を行った。
また、各校舎の危機管理対応マニュアルや校舎ごとのＡＥＤの配置など、学校安全に
係る内容について共有した。
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２．第一期開校準備委員会の意見交換内容について
ワーキンググループ



●給食室運営
給食提供時間や回数の調整の必要性や、３校舎で統一献立としていく方針、及びそれ
に伴う機器の改修及び増設の必要性などについて、関係校栄養教諭と意見交換を行っ
た。

●学校事務運営
開校後、義務１〜４年生が教育活動を行う内谷中学校の校舎改修に関して、児童の視
点による要望を改修内容に反映させるための見学会（令和８年度中に実施予定）を設
けることについて、本部会に報告した。

●校名・移行イベント
（令和７年度に全ての調査項目の意見交換を終了）
・校章・校歌、開校式の実施形態の決定の流れや、レガシースペースに置く物品の選

定方法について意見交換を行い、方向性を整理した。
・校名アイデア募集（応募総数１，３５３件）を実施し、ワーキンググループとして

の校名案の絞り込みを行った結果を本部会に報告した。
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２．第一期開校準備委員会の意見交換内容について
ワーキンググループ



スケジュール
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開校準備委員会
ワーキンググループ

④

課題解決策の
検討と提案

Ｒ８.２.２７

意見交換の内容について
④ 日課表・クラブ活動について

⑤⑥ 異学年交流・学校行事について
⑧⑨ 部活動について

開校準備委員会
第７回本部会

概要等

R８.５.２９

３.カリキュラムWGより（日課表・クラブ活動について）

開校準備委員会
ワーキンググループ

⑤

現状把握と
課題の整理

Ｒ８.６月

開校準備委員会
第８回本部会

進捗報告
意見交換

R８.１０月頃

開校準備委員会
ワーキンググループ

⑦

３校の研究発表会に参加
内 谷 中：Ｒ８.１１.２０
沼 影 小：Ｒ８.１１.２４
浦和大里小：Ｒ８.１１.２４

開校準備委員会
ワーキンググループ

⑥

課題解決策の
検討と提案

Ｒ８.９月

開校準備委員会
ワーキンググループ

⑧⑨

現状把握と
課題の整理

Ｒ９

開校準備委員会
第９回本部会

進捗報告
意見交換

R９.１月頃

＜日課表・クラブ活動＞ ＜異学年交流・学校行事＞ ＜異学年交流・学校行事＞

＜部活動＞
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日課表について
（１）第３回の意見交換を踏まえた情報提供

（２）第４回意見の概要
（大切にしたいこと）（実現するための方策）

・【保･地】子どもがゆとりをもって生活でき、学びと
遊びの両立が図れる日課であることが大切ではないか。

・【保･教】児童生徒の実態に応じて、どの学年も集中
して取り組める環境を整えることが大切ではないか。

・【教】計画的な時間の使い方を学び、自分の「好き」
を追究できる日課であること大切ではないか。

〜上記のことを踏まえた上で〜
・【教･保】落ち着いて取り組める環境を、時間配分だ

けでなく学習・活動内容の工夫によって整えてはどう
か。

・ 【教】 １コマ４５分を共通としつつ、９０分などの
まとまりある時間を設定し、地域と連携した学びに活
用してはどうか。

・ 【保･地】帰宅の早い日の設定や給食時刻の見直しな
ど、従来の常識にとらわれない工夫を含め、子ども・
保護者・教職員の声を反映しながら作成してはどうか。

（３）カリキュラムワーキンググループの意見交換を踏まえた今後の方向性

・ 子どもや保護者、地域の声を聞きながら、授業時間などは、従来の常識に捉われない工夫
も含めて検討

・児童生徒の実態に応じて、落ち着いて取り組める環境を日課表の工夫に加えて、学習・活動
内容も工夫をすることで実現することを検討

３.カリキュラムWGより（日課表・クラブ活動について）

【第３回意見交換概要】

【学習環境面・授業時間等について】【施設・空間について】

※保護者…【 保】、青少年地区会…【地】
教員…【教】による意見



クラブ活動について
（１）「関係校の活動」、「先行事例」

（３）カリキュラムワーキンググループの意見交換を踏まえた今後の方向性
・校舎は違っても１つの学校として、４〜６年生を中心に検討
・子ども主体であることを踏まえ、校舎ごとにクラブを決めることを検討
・環境が子どもを育てる視点から、４年生が中心のクラブ活動も検討
・互いのよさを確認できるような校舎間の交流（対面・オンライン）の場を検討

３.カリキュラムWGより（日課表・クラブ活動について）

【３年生参加】
・３−４年、５−６年で実施し、成長段階に

応じた成長の機会を検討
・手厚い教員の支援が可能なクラブ数を検討

（２）第４回意見の概要
（大切にしたいこと）（実現するための方策）

・【保】校舎が異なっても一つの学校として、４〜６年生を
中心とした異学年交流を大切にする。

・【地】教科の学習とは異なる経験ができる場として、児童
主体で、希望や少人数制を生かした活動として価値づける。

・【教】４年生を含む各学年に活躍の機会を保障しつつ、校
舎ごとに異なるクラブの在り方も認める柔軟さを大切にす
る。

〜上記のことを踏まえた上で〜
・【教】午後に移動時間を含めた活動時間を確保し、校舎が

分かれていてもそれぞれの活動場所でクラブを実施できる
ようにしてはどうか。

・【保･教】３・４年生が参加する場合には、クラブ数の調整
や教員の支援を手厚くするなど、学年に応じた運営上の配
慮を行ってはどうか。

・【保･地】年に数回の交流会の実施や地域人材の活用により、
校舎を越えて活動を見合い、互いのよさを取り入れられる
機会を設けてはどうか。

【 関係校の活動 】

【 先行事例 】

※保護者…【 保】、青少年地区会…【地】、教員…【教】による意見
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